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【講評】

難易度は昨年と同程度である。読む文章量は増えたが、本文の根拠が明確な設問が多く取り組みやすかった。

問題構成も、例年通り、大問 1 が物語文、大問 2 が説明文、大問 3 が韻文、大問 4 がその場で考える記述式の問題である。

大問 3は昨年は詩が出題されたが、今年は、短歌とその鑑賞文であった。

「音」に注目したり「比喩」表現の意味を考えたりと多角的な設問群で、鑑賞文もヒントにしながら解かねばならない良問揃いであった。
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